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研究成果を社会的恩恵へ結実させるために

 明示的な政治的意思と研究者の役割意識

政策：科学に対する社会からの期待の明示，研究者間の

組織的分断の解消，研究者を魅力的な職とする施策

研究開発者：公的研究費の使用が国民の期待に応える責

任を伴うことに対する認識，科学者コミュニティが社会の中

で果たしている役割の一部を担っているという自覚

• 社会的期待に応える研究開発課題の発見
• イノベーション創出に向けた組織的取り組み



DESIGN
VISION

あるべき社会の姿

どのような対処が可能か

１０年後までに起こる変
化の方向性

現在から10年後までに発生
する社会状況

社会的期待に応える研究開発課題の発見

（出典：JST/CRDS)

TRENDS

FACTS
•変化は必至だがその内容が複
数考えれられるもの

•科学技術以外に必要なもの
•科学技術の寄与が可能か

•既に顕在化しているもの

（例えば，グローバル化，社会
保障負担の増加，資源エネル

ギー供給逼迫)

•ほぼ避けられないもの

（例えば，人口動態，社会イ
ンフラの老朽化)



イノベーション創出の組織的取り組み

 目標達成に向けた，省庁を横断するファンディング，推進策や

PDCA

 Direct Funding（研究開発に対する公的財政支援）と，Indirect 

Funding（知財戦略，研究開発税制，規制緩和，市場開放，標準化，国際

進出などのへ公的支援）の接続による総合的政策

 基礎研究に従事する科学者を巻き込む，イノベーション創出

産官学ネットワークの形成

 産官学連携から“産官学学”連携へ

 シニア（経験，倫理，使命感）＋ジュニア（感性，好奇心，可能性）の多

様な知識と価値観の出会いが，ブレイクスルーの鍵


